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「 第３回北海道後期高齢者医療広域連合運営協議会」参加報告平成22年度
１月２８日に、道広域連合運営協議会が開かれました。渡部年金者組合道本部委員長と吉岡道社保協事務局長

が運営委員として参加しました。
今回は、２月１８日に開催される広域連合議会に先立って開催されました。
議題は、事業状況、平成２２年度補正予算の概要、平成２３年度当初予算の概要などです。

《議題１，事業状況について（抜粋）》
○被保険者数（１０年１２月末） ６７１，２６３人（前年同月比２２，９５０人増）

内、６５～７４才は、３４，３２２人（全体の５．１２％）

○短期保険者証・資格証明書交付状況（１１年１月１日現在）
短期保険者証～２８０件 資格証明書～０件

○１０年度審査請求の状況
＊３９件が怒る会ですすめているものです。請求件数～４１件 内、４０件が審議中

（→は、広域連合）委員とのやりとり・意見
●年度途中から７５歳になると、保険証が届いた後、月遅れで
保険料納付書が届く。年金支給日でない月の納付は大変。保険
証と納付書を一緒に送る工夫をして欲しい。 データ処理上→
難しいが、市町村と検討の上で保険証送付時に保険料の案内文
書を入れるようにしたい。

《高額医療・介護合算制度の「お知らせ」は評価します》
●この制度は、わかりにくく、申請主義のため、対象者が申請
できるかどうか心配していた。該当となる対象者に個別の通知
と申請書を送ることを評価したい。 後期高齢者医療制度世→
帯については、該当するかどうかの判定が可能なのでそのよう
にしている。

●車内広告は年寄りが見るのか。効果に疑問を感じる。
●審査請求が出されているが内容について教えて欲しい。

《議題３，平成２３年度当初予算案の概要》
事務局から来年度の予算案の概要説明があった。
主な事業として、①「いきいき健康づくり対策の充実」②「保険

料収納率の向上」③「制度の理解促進」の説明があった。

委員とのやりとり・意見
●レセプトデータネットワーク事業（レセプトデータを市町村に提供）を中止するとある。これは、昨年の
運営協議会で医師や薬剤師の委員などから批判があったもので、理由は別にして中止は良いことだ。
●「いきいき健康づくり対策の充実」のこれまでの実績は？１０年度の健診率の見込はどうか。 健診率→
の高い自治体６ヵ所への訪問や情報収集を行った。健診率は若干上がるのではないか。
「 」 、 、 。● 保険料収納率の向上 では 昨年は新ひだか町がモデル自治体だったが 来年度は改めて選定するのか
→自治体からの希望に基づき新たに選定する。

《議題４，その他》

委員とのやりとり・意見
●制度に移行する時の通知では、窓口負担割合の説明が無く、判らない。負担割合の判定について不安があ
る。 →所得データである程度予測できるので、該当者にはお知らせと申請書を送っている。
●最初に来るお知らせには、そのことは何も書いていない。遡れないので不十分だ。


